






日

一

（
火
）

日

二

（
水
）

日

三

（
木
）

日

四

（
金
）

日

五

（
土
）

日

六

（
日
）

日

七

（
月
）

日

八

（
火
）

日

九

（
水
）

日

十

（
木
）

一
十

日
（
金
）

二
十

日
（
土
）

三
十

日
（
日
）

四
十

日
（
月
）

五
十

日
（
火
）

）
年
七
〇
〇
ニ
（
年
九
十
成
平

）
年
一
一
六
一
（
年
六
十
長
慶

）
年
二
六
九
一
（
年
七
十
三
和
昭

）
年
七
八
九
一
（
年
二
十
六
和
昭

）
年
〇
六
六
一
（
年
三
治
万

）
年
二
六
九
一
（
年
七
十
三
和
昭

）
年
〇
二
〇
二
（
年
二
和
令

）
年
二
九
七
一
（
年
四
政
寛

）
年
二
九
九
一
（
年
四
成
平

）
年
一
九
九
一
（
年
三
成
平

）
年
〇
一
九
一
（
年
三
十
四
治
明

）
年
四
六
八
一
（
年
元
治
元

）
年
九
一
九
一
（
年
八
正
大

）
年
八
八
九
一
（
年
三
十
六
和
昭

）
年
八
三
九
一
（
年
三
十
和
昭

 

謡
歌
ル
ド
イ
ア。
家
詞
作
る
す
表
代
を
史
謡
歌
和
昭

、
歌
演、
ら
か
曲

 

数
で
ま
グ
ン
ソ
撮
特、
ン
ソ
ニ
ア

。
た
い
築
を
代
時
一、
け
が
手
を
詞
作
の
曲
楽
の
く
多

 

ス
リ
ギ
イ、
し
明
発
を
機
紡
水
る
す
と
力
動
を
車
水

。
人
1
の
家
業
起
た
し
ら
た
も
を
命
革
業
産
に

 

罪
犯。
賞
受
賞
川
芥
で』
伝」
記
日
倉
小
「る
或
『

、
れ
ら
知
で
説
小
理
推
の
風
作
る
す
視
重
を
機
動
の

。
る
あ
が
等』
器
の
砂
『、』
線
と
点
『に
作
表
代

 

業
企
的
界
世、
し
立
設
を
社
会
式
株
業
工
研
技
田
本

た
し
遺
を
言
名
の
々
数。
家
業
実
た
げ
上
て
育
と
へ

。
る
れ
ら
知
も
で
と
こ

時
金
黄
の
画
絵
ン
イ
ペ
ス、
し
称
と」
家
画
の
中
の 

カ
リ
メ
ア。
臣
大
理
総
閣
内
代
七
十
五・
六
十
五
第

。
力
尽
に
立
成
の
約
条
障
保
全
安
び
及
力
協
互
相
の
と

 

列
本
日、
め
求
を
え
答
の
そ」
か
何
は
と
人
本
日
「

、
し
行
旅
査
調
を
地
外
の
領
本
日
の
時
当
や
地
各
島

。
た
し
拓
開
を
学
俗
民
る
け
お
に
本
日

年
六
四
九
一。
者
学
文
る
す
表
代
を
学
文
ツ
イ
ド
の 

や
マ
ラ
ド
の
々
数
ど
な」
察
警
部
西
「」
会
都
大
「

。
優
俳
た
し
示
を
感
在
存
で
画
映

。
る
い
て
れ
ら
知
て
し
と
家
動

 

、
き
開
を
塾
私。
た
い
説
を
論
体
合
武
公、
論
国
開

治
明、
末
幕
ど
な
舟
海
勝
や
陰
松
田
吉
は
に
生
下
門

。
た
居
く
多
数
が
鋭
精
る
え
与
を
響
影
な
大
多
に
新
維

計
統
や
身
献
の
へ
ち
た
兵
傷
負
の
で
争
戦
ア
ミ
リ
ク

教
護
看
代
近、
な
名
著
で
革
改
生
衛
療
医
く
づ
基
に

。
た
し
揮
発
を
能
才
な
凡
非
も
で
築
建
院
病。
母
の
育

メ
車
能
性
高。
る
わ
関
く
深
に
設
創
を」
オ
メ
ロ・

。

引
友

引
友

引
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（
水
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（
木
）
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八
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（
金
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日
九
十

（
土
）

日
十
二

（
日
）

日
一
十
二

（
月
）

日
三
十
二

（
水
）

日
四
十
二

（
木
）

日
五
十
二

（
金
）

日
六
十
二

（
土
）

日
七
十
二

（
日
）

日
二
十
二

（
火
）

日
九
十
二

（
火
）

日
十
三

（
水
）

日
八
十
二

（
月
）

）
年
四
九
九
一
（
年
六
成
平

）
年
二
九
九
一
（
年
四
成
平

）
年
一
二
〇
二
（
年
三
和
令

）
年
七
七
九
一
（
年
二
十
五
和
昭

）
年
四
六
八
一
（
年
元
治
元

）
年
九
三
九
一
（
年
四
十
和
昭

）
年
〇
〇
九
一
（
年
三
十
三
治
明

三
十
一
日
（
木
）

）
年
三
六
九
一
（
年
八
十
三
和
昭

）
年
八
五
八
一
（
年
五
政
安

）
年
〇
〇
九
一
（
年
三
十
三
治
明

）
年
三
四
九
一
（
年
八
十
和
昭

）
年
三
〇
〇
二
（
年
五
十
成
平

）
年
一
一
〇
二
（
年
三
十
二
成
平

）
年
七
〇
〇
二
（
年
九
十
成
平

）
年
四
一
〇
二
（
年
六
十
二
成
平

）
年
五
六
九
一
（
年
十
四
和
昭

 

。
鎮
重
の
界
語
落
方
上

。
た
め
務
上
以
年
0
3
ら
か
代
年
0
8
9
1

の
野
荒
『に
作
表
代。
た
し
作
制
く
多
数
を
画
映
ン

。
る
あ
が
等』
走
脱
大
『、』
人
七

て
し
と
者
究
研
る
渡
に
面
方
多。
賞
受
を
賞
学
化
ル

。
人
一
の
者
学
化
る
す
表
代
を
紀
世
十
二、
で
名
有
も

 

。
る
い
て
し
た
果
を
り
入
堂
殿
球
野
回
一
第

 

と
人
詩
義
主
ン
マ
ロ、
し
加
参
に』
界
学
文
『誌
雑

、
じ
転
に
説
小
に
ら
さ。
版
出
を
等』
集
菜
若
『て
し

 

、
は
後
新
維。
揮
指
を
い
戦
の
郭
稜
五
で
争
戦
辰
戊

、
後
の
そ。
力
尽
に
拓
開
道
海
北
て
し
と
官
長
拓
開

。
た
め
務
を
臣
大
理
総
閣
内
代
二
第

 

も
材
人
る
す
躍
活
に
末
幕
ら
盛
隆
郷
西、
り
あ
で
人

。
た
て
育

表
的
文
散
な
み
巧。
者
学
哲
の
ツ
イ
ド
る
れ
ら
知
で

。
る
れ
ら
め
認
も
値
価
的
学
文
は
に
み
試
る
よ
に
現

一
も
ソ
カ
ピ
は
才
の
明
発
る
け
お
に
画
絵。
り
と
ひ

。
た
い
置
を
目

 

田
吉。
物
人
心
中
の
派
夷
攘
王
尊
る
け
お
に
藩
州
長

高、
り
あ
で
生
下
門
の」
塾
村
下
松
「塾
私
の
陰
松

。
た
れ
さ
称
と
璧
双
び
並
と
作
晋
杉

 

、
は
で
マ
ラ
ド。
動
活
く
広
幅
で
ど
な
画
映
や
台
舞

演、
た
ま。
演
出
に
等』
神
花
『』
語
物
り
盗
国
『

。
た
し
動
活
も
て
し
と
家
作
本
絵、
家
出

ン
ラ
フ
る
れ
ら
え
数
に」
匠
巨
大
三
の
築
建
代
近
「

。
る
れ
ら
知
も
で
と
こ
た
し
唱
提
を
論
理
の」
ル

」
旅
の
車
下
中
途
り
ら
ぶ
「組
番
旅。
優
声
の
初
送
放

優
俳、
び
呼
を
気
人
が
技
演
な
み
巧
と
貌
風
い
臭
男

ン
マ
「品
粧
化
は
で
本
日。
立
確
を
位
地
の
て
し
と

。
た
し
靡
風
を
世
一、
し
演
出
に
M
C
の」
ム
ダ
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8月（葉月・August）


